








中島俊郎先生は, 2018年 3 月末をもって定年退職さ
れます｡ 先生は, 1973年 3 月に甲南大学文学部英文科
を卒業され, 同年 4月に甲南大学大学院人文科学研究
科英文学専攻修士課程に進学, 1978年 3 月に甲南大学
大学院人文科学研究科英文学専攻博士後期課程を単位
取得退学後, 1980年 4 月に甲南大学文学部英文学科に
専任講師として着任されました｡ その後, 1985年 4 月
に助教授となり, 1993年からは英語英米文学科 (1995
年 4 月に英文学科から改称) 教授として, 現在に至っ


























とは, 帰国後, 独自に編纂, 翻訳したキース・トマス












4巻, ユーリカ・プレス, 2005年), 美術史家マリオ・
プラーツのイギリス文学・歴史・美術関連著作を集め


































りません｡ それは, ユニークな資料紹介とともに, そ
のまま学生指導に生かされました｡ ｢英米文化・文学
入門｣ ｢イギリス文学探訪｣ といった講義での先生の










目下, 先生は, ｢ウォーキングの文化史｣ をテーマ
に, 新たな本の刊行を計画中とお聞きしております｡
いまだ衰えないヴィクトリア朝という時代への探求心
には敬服するばかりです｡
俊郎先生, 次回作も楽しみにしています！
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